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書かなかった稀 な作家であ り,「動物小説 とい
う形をとって命の貴さとか,生 きる事の意味 を
訴え続 けてきたヒューマンな作家だった。」i)と
言われ続けて きた。 しか し,問 題 となっている
「軍神につづ く横山少年團」 は,好 戦的な文章
で綴 られている。鳥越は 「この作品が椋児童文
学にとっては大 きな汚点であ り,マ イナスにつ
なが るもの…」2)と述べているが,「 マイナス」
「汚点」 とするところに,こ れまでの椋評価の




　椋の作品 「軍神 につづ く横 山少年團」につい
て,取 り上げているのは現在,長 谷川潮,鳥 越
信,鈴 木敬司の3名 のみである注2)。しか し,い








験 も重ねあわせ,椋 が 「報道記事」 を書か ざる
を得なかった心境が推察できるとして,椋 を擁
護する立場から抜け出せない状況にある。長谷
川は,こ の,「 軍神 につづ く横山少年團」の一
作で椋 を批判す るつ もりはない としなが ら,





取 り,感 動 し,自 らを奮起 させ,軍 国少年化 し
ていったということである。」4)と述べている。















　 7面:見 出 し:「 軍神展墓纏走　慰鑑祭と道
　場開 き　横山少年團」






　午後三時か ら,同 後援會主催の下 に軍脾横山
　少佐始め下荒 田,天 保山爾町出身の職死者慰
　露祭 を道場開きを兼ねて嚴修,つ いで午後四
　時 より,軍 神展墓縫走を開催の筈である。 こ
　の継走は,同 少年團を四班に分ち,各 班 より
　五名一組づ ・の選手を出して少佐生家を出獲
　鮎並に決勝黒占とし,第 一走者は,少 佐母堂タ
　カ子刀自より,玉 串をいた"き,そ れをバ ト







　 2面:見 出 し:「 仰 ぐ軍示申横山少佐」「本杜
　募集の讃歌 も高 らかに」





　 じめ,軍 神の英露に参拝客相次 ぎ,母 堂タカ








　歌"あゝ 軍示申横山少佐"が 演奏 されたのをは
　 じめ,そ の他各學校 においても讃歌を高 らか
　 に軍神 の偉劾を讃え,な ほ雨母校横山少年團
　の各種催 しなど感激の嵐に包 まれた」
資料3:「 鹿児島日報」昭和18年12月9日
　 2面:見 出し 「横 山少年團」・見出 し 「道場
　で慰露祭」








② 書籍に記載 された 「横山少年團」
資料4:澤 村勉 『脚本 「海軍」一 附　鹿児島 ・
　江 田島一』青山書院,1943年




資料5:牛 島秀彦 『九軍神は語 らず』講談社,
　1990(初 版1976)
　 「そう語る正蔵氏 によれば,当 時,町 名を
　「横山町」にしようとか,「 横山神社」を建立
　 しようという地元の熱烈な声 と,一 部の動 き
　 もあったそうだ。/そ して,下 荒田町内会で





　 (昭和2年 生れ)・北統一郎氏(昭 和4年 生れ)
i「横山少年団」について
軸屋氏:「 横山少年団」の創立時期 は,昭 和17
　年12月 前後頃 と思 うが,設 立後の入団であっ
　 たので,明 確ではない。終戦 と共に消滅。中
　学同級生の栗田団員の勧誘で入団。軸屋氏は,
　鹿児島商業学校(通 称鹿商)入 学時(昭 和15
　年3月 頃,13歳)下 荒田地区に転居 したので,
　小学校 も八幡小学校ではなく,地 域情報はな
　かった。在団 したのは,6～7ヶ 月 くらいの
　 問。(昭 和18年8月 の16歳 時に,甲 飛入隊を
　 したので,そ の前 までの間)氏 の退団後から
　 昭和20年8月 終戦 までの2年 間が,少 年団の
　活躍全盛期であったと思われる。
　　 昭和17年,総 理大臣東條英機他各大臣の横
　 山宅へ の表敬訪問があ り,同 年12月8日 の
　 「大詔奉戴1周 年」 を機に 「横 山少年団」創
　立の気運が盛 り上が り,山 下流之助氏の誘導
　 により創立されたと思う。山下流之助氏は,
一12一
発 達 教 育 学 部 紀 要
　 毎 日新聞社出身で,当 時は鹿児島 日報社(現
　 在の南 日本新聞社)に 勤務 してお り,終 戦後
　 は鹿児島新報社に移籍 した。少年団について




　 が貸家のうちの1軒 を開放 し,そ れを使用 し
　 ていた。約20坪 ほどあった。宅間嘉吉氏は,
　 荒田地区の資産家で市会議員 として昔から有
　 名人であった。辺 りに多 くの貸家を持ってい
　 た。団員は7歳 くらいから15歳位 までの少年
　 たち。軸屋氏の在団時,中 心 となって活動 し
　 ていた少年たちは(「軍神につづく横山少年團」
　 に紹介されていた宅間嘉孝さん ・軸屋昭二 さ
　 ん以外で),団 長の川原正美 さんや長崎一男
　 さんら上級生。北さん,新 保さん兄弟なども
　活躍 していた。兄弟で入団 している子 どもが
　多かった。当時の少年たちは,「横 山正治少







　 4,5年 生が指導者。北氏は,指 導者や先輩
　 に勧められて入団。10歳 後半か ら13歳頃まで
　在団。椋鳩十氏が取材に来たのは聞いたこと
　があるが,北 氏 自身は取材を受けていない。
　「横山少佐」 は素晴 らしい,立 派な礼儀正 し
　い人であった。北氏の生家が横 山家の向かい







　二人は,… 」 とい うこの少年たちは,川 原正
　美,長 崎一男両氏 と思われる。両名とも,戦
　後亡 くなった。p28の 写真の先頭は,宮 原さん。
　駆け足は,い つもやっていた。p29の 中学生
　 は,長 崎一男さん。p31の 写真の神社の鳥居
　 は近 くの荒田八幡だと思 う。妙円寺参 りは,
　旧暦9月4日(現 在では,10月25日 頃)に 行
　われる。p32の 写真は,天 保山の海岸。団員
　の父兄で船所有者がいた。p34の 写真は,昭





資料7:写 真1:「 横山少年団」団員,椋 鳩十
　氏,「 鹿児島 日報社」社員3氏 の写真(撮 影日
　不明)
　　　　　　　　　 与真1

















































資料18:「 朝 日新聞:東 京」1942年3月7日




























　 1面:見 出 し:「 途 に還 らざ りし特別攻撃隊
　勇士」「蓋忠無比,不 滅の偉動　九軍神眞珠
　a頭 の花 と散る　岩佐大尉以下の偉勲に二階
　級進級」(九 名の顔写真)「 海軍省獲表(三 月
　六 日午後三時)」(「特別攻撃隊の敵艦襲撃想
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　「肉親達にも秘 して　 訓練 に血の精進"死"




　 (「特別攻撃隊員の絶筆」,「あ ・横 山少佐(少
　尉時代の面影)」 上半身の写真掲載)
資料20:「 鹿見島日報」1942年3月8日
　 2面:見 出し:「 鳴呼軍神横山少佐　全縣民
　唱和の讃歌懸賞募集　鹿児島日報杜」注工゜)





















　 2面:見 出し:「 横山少佐の遺烈を偲び　町
　内會や母校の集ひ　弔問客つゞ く軍神の家」
資料22:「 鹿児島日報」1942年3月11日















　 3面:見 出し:「 軍棘横山少佐の　 ,,.眞手紙
　訓育資料 に　本縣下全學校に配付」注14)
資料26:「 鹿鬼島 日報」1942年3月22日
　 3面:見 出 し:「 軍帥横山少佐 を讃ふ　讃歌
　陸績 と集る　 本杜編輯局 に玉篇の山」「郷黛
　の大感激 もて　力作雄篇出でよ　 加藤本縣學
　務部長談」
資料27:「 朝 日新聞:東 京」1942年4月2日
　 2面:見 出 し 「首相軍神の璽前 に合掌　西下
　の東條首相三十一 日鹿児島に軍7申横山正治少
　佐の生家 を訪れ懇ろに弔問 した=西 部本杜
　電迭」(東 條首相の弔問の写真掲載)
資料28:「 鹿児 島日報」1942年4月3日
　 3面:見 出 し 「軍神横 山少佐の 遺芳を後昆
　 に傳ふ　縣 に顯彰會を設置」注15)「鳴呼軍示申横










　 2面:見 出し:「 九軍碑に感謝　高野山特使
　 を派遣」 「軍神 を追慕 して　軍神横山正治少







　 2面:見 出し 「軍紬横山正治少佐の　英ppl{new"郷
　土へ還る　 十 日朝九時十分鹿児島騨へ」「九軍
　神海軍葬の盛儀　 日比谷葬儀場に着いた葬列
　(上)と 岩佐中佐喪主テル刀 自の禮拝」(写 真
　掲載)「 英露大阪を出登」
資料32:「 鹿児島日報」1942年4月11日
　 2面:見 出 し 「あ ・軍神横山正治少佐　郷黛
　あげて壷きぬ感謝の誠を捧 ぐ 永えに輝 き馨
　る若櫻　英露今ぞ故 山に還る」「懐 しの多郎土























　 2面:見 出し 「軍紳横山少佐讃歌　肚重の名
　曲好評　母校二中で指導開始」
資料36:「 鹿児島日報」1942年5月22日










　 2面:見 出し 「軍神横山海軍少佐　公葬の盛
　儀螢 まる　 大偉勲を讃ふる此感激」「眞珠院
　の　法名白木に香 る」 「r　 行進　露輿生家
　を出づ」「葬儀開式　感激は彌や深 し」「偲ぶ
　偉動　谷本長官も熱涙」(「写真説明」『(上左)
　葬儀場全景(同 右)葬 列七高前を進む(中 右)
　遺族席,前 列右より長兄正藏氏,タ カ子母堂,






















　 5面:見 出し 「軍神横山少佐を偲びて　池田
　二中校長手記」「軍神 の母豊けき心　ゆか り
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　上鍛錬　商船校」「荒田八幡　所願祭」「女附
　幼稚園兎　墓地に参拝」(「(下)軍 神横 山少
　佐の墓前 に額 く國民學校児童」:写 真掲載),
　「軍示申横 山少佐　讃歌集　歌人會 よ り奉 呈」
　「仰 ぐ軍神横山少佐　本rf募 集の讃歌 も高 ら
　かに」
3.「 九軍神」関連の3作 品注18)




　聞 く」,清 閑寺健,『 少年倶楽部』,大 日本雄
　辮會講談社,1942年5月 号,p66-75
資料44:『 特別攻撃隊九軍神エバナシ』伏石繁



















　33面:「 目覚めよ 『薩摩DNA』 鹿児島　郷
　中教育でリーダー育む」
解　説
　椋鳩十が執筆 した 「軍神 につづ く横山少年團」
成立の背景となる事象についての資料 をここに
整理 し提示 した。
　 これ ら提示 した資料か らは,1942年3月6日
の大本営発表に より,「九軍神」が大々的に報




軍神」の文字 と写真が大々的に掲載され,「 あ ・
壯烈」「殉忠」「勇士」 「偉勲」 などの文字が紙
面を覆っていた。牛島は,こ の時の様子につい
て,各 紙の記事 を紹介 しながら,「 このように,
新聞が,そ してラジオが,最 大級のボルテージ
で,「 九軍神」 を称え,国 民の士気 を煽 り,そ
して,感 涙をさそった。」5)と述べている。「九軍
神」の一人である横山正治少佐の出身地鹿児島
において も,地 方新聞 「鹿児島 日報」は,連 日
の ように,鹿 児島が生んだ 「軍神横山少佐」に
ついての記事を掲載 している。記事資料の数を
見るだけでも,当 時の人々の興奮 と熱狂ぶ りが
想像できると共に,人 々が 「第二第三の横山少
佐」 として後に続 くよう,感 激 と興奮 を煽 り続
ける新 聞報道の意図が見えて くる。当時の新聞
について,山 中は 「日本 には言論の 自由はな
かった」6)という言葉で断言 している。「明治期
以降,日 本の新聞は 「新聞紙法」などで統制 さ
れた。同法は 「安寧秩序」や 「風俗」を乱す新
聞の発売禁止 を認め,軍 事,外 交に関し陸海軍
大臣と外相に記事の掲載禁止権を与えていた。/
37年7月 に日中戦争が始 まると,政 府と軍は国
内を戦争体制 に変質させていった。/翌38年 に
は,戦 時統制 を完成させるための 「国家総動員
法」 を制定。41年1月 には同法に基づ く 「新聞
紙等掲載制限令」が施行される。」7)という歴史






「検閲濟」の記載があ り,こ れ らは,当 時の海
軍関係者及び事象を記載した出版物に対する検
閲の厳 しさを表 している。資料14の 「海軍」の
映画フィルムに添えられた栞には,大 本営海軍
報道部 ・海軍少佐濱田昇一による,「映書 『海軍』






を賭 しての決戦下,軍 紳につづけの聲 は全 國




に期待す る」 と題 して,「 …今 こそ國民 は渾身
の勇を揮 ひ,旺 しき戦意を以って断呼 として敵
を撃滅 しなければならぬ。國民士氣の昂揚,不





開されん とする。/帝 國海軍傳統の精絆 とその
氣魂を正確 に把握 し之 を描破せん とするこの
映書は,同 時に　天皇の海軍を映書 に顯現せん
とする前人未踏の境地を開拓せんとするもので
ある。…」 と記 している。いずれ も,こ の映画
をもって,戦 意高揚 を図 り,「不動磐石の精神
の酒養」を推 し進めようとする意図が明確であ
る。
牛島は,「 九軍神」の発表が3ヶ 月 も遅れたこ
とについて,「 緒戦(真 珠湾攻撃)の 戦死者の
扱い を,い か に効果的に して,全 国民の士気
(戦闘意欲)を か きたてるかに,当 局が腐心 し
たせいである。」9)と述べているが,1943年 代 の
厳 しい戦況下においても,さ らなる戦意高揚 を
図 り,志 願兵 を募 るため,当 局は岩 田の小説
『海軍』の成功 を 「映画」 というメディアに仕
立て直 したのである。このように,「 九軍神」
や小説 『海軍』の主人公のモデルとされた 「横
山正治少佐」は,「 軍神」 として奉 られること
で国民の 「戦意高揚」やさらなる 「特別攻撃隊」
の士気昂揚のため,広 告塔の役 目を担わされた
のである。 このことは,牛 島が,1976年 『九軍
神は語 らず』執筆のために横山正治少佐の生家
を取材訪問した時,長 兄正蔵氏が役所に行った















感泣 し,嵐 のような賛辞,景 仰が,膨 済 として
各地,各 界か ら湧き起こった。/新 聞各紙では,
軍人が,学 校が,小 説家,歌 人,詩 人が,そ し
て 「少国民」までが,「 九軍神」を称えた。」13)






称 える新聞報道,出 版物,映 画に,人 々の心は






佐」は,「 互いに文武を励 み,心 身を鍛錬 し,





摩の人々が深 く共感す るものであ り。それ故




難 くない。また,そ れを思わせ るような記述 も
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あった。
　1943年 には,戦 局は益 々悪化 し,5月 には,
アッツ島守備隊が玉砕 した。「わが前線や基地
を攻撃して くる敵は百機,二 百機 或ひはそれ
以上の澤山の飛行機でやつてきてゐます。」'5)と
あるように,「最近の苛烈な職局を直視する時刻
々火花を散 らす空の決戦が,帝 國の存亡,東 亜
の興慶を賭 してゐることがひしひしと感ぜ られ
る」16)といった戦況であった。従って,当 時の日









　以上述べたような背景の下に,椋 の 「軍神 に
つづ く横山少年團」が執筆されたのである。
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様,椋 鳩十記念館様の皆様には多 くの情報 と資










注2)-2　 鈴木敬司 「椋鳩十の死 を悼 む」,『文
　　学 と教育の会会報』13号,文 学 と教育の会,
　　1988年4月
注2)-3　 長谷川潮 『日本の戦争児童文学』 日
　　本児童文学叢書1,久 山社,1995
注2)-4　 鳥越信 「椋児童文学研究の新 しい局
　　面 を迎えて」,『椋鳩十 ・人 と文学』,椋 鳩十
　　文学記念館,2005年3月31日
注2)-5　 鳥越信 「椋鳩十 と雑誌 『幼年倶楽部』
　　一椋文学研究の新 しい局面を迎 えて一」,『感
　　動 と運命一椋鳩十生誕100年 記念誌』,椋 鳩十
　　生誕100年 祭実行委員会 ・喬木村教育委員会 ・
　　椋鳩十記念館,2005年3月31日
注2)-6　 鳥越信,「 生誕100年 を迎 えた作家 ・
　　画家たち一椋鳩十を中心に一」(2006年6月5







注3)資 料1参 照 「…同少年団の指導者 山下流之
　　助氏,… 」
注4)提 示 したページは,「 軍神につづ く横山少
　　年團」本文の もの。
注5)写 真左 から,川 越氏,鮫 島氏,椋 氏,伊 知
　　地氏。資料7と8が 撮影された日付は不明。
　　 「「横山少年團」執筆のために取材 した折の も
　　 のと考え られる。(椋 氏)着 用の衣服は冬服
　　である。服地は,(椋 氏の)妹 千代香 さんか
　　 ら贈 られたもので甲種 国民服に仕立て られた
　　 もの。上等の服地であった。」(長男,久 保田
　　喬彦氏談)こ の服 については,長 男喬彦氏は,
　　 『父 ・椋鳩十物語』久保田喬彦,理 論社,1997,
　　p43に,記 している。
　　　写真 に写っている伊知地信一郎氏 は,「 横
　　 山少年団」の指導者であり,当 時南 日本新聞
　　社 に勤務 していた,山 下流之助氏 と同一人物
　　 である。詳細は,注3を 参照
注6)地 図は,現 在の もの。当時の横山少年団道
　　場前は,道 幅が広 く運動が十分で きた。




注9)記 事内容:特 殊潜航艇に乗 り組んで敵眞珠
　　湾奥深 く潜入,載 史に不滅の一頁を残 して遂
　　 に護國の華 と散つた殉忠無比の特別攻撃隊勇
　　士九氏の略歴は次の通 りである(中 略)… …
　　 同　横 山正治氏
　　　大正八年十一月生れ本籍鹿児島市下荒田町
　　ニー二,家 族は母タカさん,令 兄正蔵,正 一
　　郎(戦 死)正 利,四 郎,一 夫各君,令 姉 シジ
　　エ さん,ミ ヨさん,エ タさん,令 弟末造君が
　　 ある/鹿 児島二中を経て海軍兵學校 に進んだ,
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椋鳩十作 「軍神 につづ く横山少年團」成立の背景に関する資料
　　兵學校は,第 六十七期性,昭 和十四年同校卒
　　業,海 軍少尉候補生として軍艦磐手乗組とな














































　　1984・8,p13～21で 提示 した6作 品以外の
　　 もの
注19)所 蔵無 し。未見。高橋洋二編集,『 別冊太
　　陽　日本のこころ45　 絵本』平凡社,1984年
　　3月25日,pl22-123に 提示あ り。
注20)桜 本富雄 『探書遍歴』封印 された戦時下文
　　学の発掘,新 評論,1994,p75-76参 照
注21)掲 載写真か ら,団 員の宅間さん,軸 屋 さん
　　共に海軍甲種飛行予科練習生 となった1943年
　　10月 半ばか ら12月 頃と推測できる。
注22)牛 島秀彦,『 九軍神 は語 らず』,講 談社,
　　1990(初 版1976),p101-114
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16)前 同,p3,文 中の繰返 し記号は変更 した。
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